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１．ＩＣＤとは何か

２．ＩＣＤの歴史

３．我が国に於ける利用

４．ＩＣＤコードの構成

５．ＩＣＤ改訂の動向



ICDICD‐‐1010とはとは

 International  Statistical
Classification of 
Diseases
 10th  Revision


 
「世界保健機関分類規則」に基づき、WHOが作成する

 勧告



 
疾病名及び関連用語をコード化したもの



 
目的：異なる国や地域から異なる時点で集計された死

亡・疾病データの記録、分析、比較を行う

And  Related Health Problems



国際疾病分類（国際疾病分類（ICD)ICD)の歴史の歴史


 

国際統計会議
 →国際統計協会

 →国際委員会（国際連盟保健機関・国際統計協会）
 →世界保健機関（WHO)が主体となり、修正


 

死因の統計分類としてスタート
 →

 
疾病分類としての機能が追加

 →
 

保健分野にまで拡大
 機能障害などにも拡大（ファミリー化）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１４：４０
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我が国に於ける利用状況我が国に於ける利用状況



 
最初の導入：1900（明治33年）

ICD「疾病及び関連保健問題の国際統計分類」

・総務省告示
・疾病、障害及び死因統計分類提要
（ICD-10(2003年版)準拠）

人口動態統計(死亡）

ＤＰＣ
(診断群分

 類・包括評
 価）

電子カルテ

電子レセプ
 ト

患者調査

統計のための分類

社会医療診療行為別調査



４．ＩＣＤ４．ＩＣＤ‐‐１０の基本構造１０の基本構造


 

C ････
 

悪性腫瘍


 

１６････
 
胃


 

.１
 
････

 
胃底部

C .

大分類
 A-Z

C １6 .１

中間分
 類

 00-99

細分類
 0-9

胃底部の
 悪性腫瘍





 

第１章感染症及び寄生虫症(A00‐B99) 


 

第２章新生物(C00‐D48) 


 

第３章血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害(D50‐D89) 


 

第４章内分泌、栄養及び代謝疾患(E00‐E90) 


 

第５章精神及び行動の障害(F00‐F99) 


 

第６章神経系の疾患(G00‐G99) 


 

第７章眼及び付属器の疾患(H00‐H59) 


 

第８章耳及び乳様突起の疾患(H60‐H95) 


 

第９章循環器系の疾患(I00‐I99) 


 

第１０章呼吸器系の疾患(J00‐J99) 


 

第１１章消化器系の疾患(K00‐K93) 


 

第１２章皮膚及び皮下組織の疾患(L00‐L99) 


 

第１３章筋骨格系及び結合組織の疾患(M00‐M99) 


 

第１４章尿路性器系の疾患(N00‐N99) 


 

第１５章妊娠、分娩及び産じょく＜褥＞(O00‐O99) 


 

第１６章周産期に発生した病態(P00‐P96) 


 

第１７章先天奇形、変形及び染色体異常(Q00‐Q99) 


 

第１８章症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの(R00‐R99) 


 

第１９章損傷、中毒及びその他の外因の影響(S00‐T98) 


 

第２０章傷病及び死亡の外因(V01‐Y98) 


 

第２１章健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用(Z00‐Z99) 


 

第２２章特殊目的用コード

A～B
C～D48

D50～D89
E
F
G

H00～H59
H60～H95

I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R

S～T
V～Y

Z

第10回国際疾病分類の基本体系（2003年版）

U



WHOWHO‐‐FICFIC（（WHOWHO国際分類ファミリー）国際分類ファミリー）

派生分類
Derived Classification

国際疾病分類－腫瘍

 学第３版（ICD-O-３）
 ICD-１０精神および行

 動の障害に関する分類

 国際疾病分類－歯科

 学及び口腔科学への

 適用第３版（ICD-DA）
国際疾病分類－神経

 疾患への適用第８版
（ICD-10-NA）

 国際生活機能分類
－児童版（仮称）
（ICF－CY）

関連分類
Related Classification 
プライマリケアに対する

 国際分類（

 
ICPC２）

外因に対する国際分類

 （ICECI）
解剖・治療の見地から

 見た化学物質分類シス

 テム（ATC) ／1日使用

 薬剤容量（DDD）

障害者のためのテクニ

 カルエイドの分類

 （ISO9999）
看護の分類

(ICNP)

中心分類
Reference 

Classification

国際疾病分類
（ICD）

国際生活機能
分類
（ICF）

医療行為の分類
（ICHI）

中心分類の構成・項目

 を細分・追加
中心分類の一部を参照、
あるいは構成の一部のみ

中心分類と関連



ＩＣＤの改訂のための組織ＩＣＤの改訂のための組織

WHO

URC
分類改正改訂委員会

分野別専門部会

精神TAG

分野別専門部会

腫瘍TAG

分野別専門部会

内科TAG

分野別専門部会

希な疾患TAG

分野別専門部会

外因TAG

ワーキング
グループ

ワーキング

 

グループ

ワーキング

 

グループ
ワーキング

 

グループ

ワーキング

 

グループ
ワーキング

 

グループ

ワーキング

 

グループ
ワーキング
グループ

ワーキング

 

グループ

分野別専門部会

眼科TAG

分野別専門部会

母子TAG

ワーキング

 

グループ
ワーキング

 

グループ
ワーキング

 

グループ

分野別専門部会

筋・骨格系
TAG

分野別専門部会

皮膚
TAG

ワーキング

 

グループ
ワーキング

 

グループ

分野別専門部会

Health Information Modeling TAG

RSG
改訂運営会議

M. Musen (Stanford University) 

分野別専門部会

神経
TAG

分野別専門部会

歯科
TAG

分野別専門部会

伝統医学
TAG

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Mea




分野別専門部会分野別専門部会::
 ＴＡＧ（ＴＡＧ（Topical Advisory GroupTopical Advisory Group））


 

ＲＳＧの下に設置される分野別の専門部会


 

5部門でスタート。現在、12部門が設置。
 ・ 精神

 ・ 外因
 ・ 腫瘍
 ・

 
希な疾患

 ・ 内科

・ 他….伝統医学？



国内の検討体制国内の検討体制


 

社会保障審議会統計分科会
http://www.mhlw.go.jp/shingi/index.html



 
ＩＣＤ専門委員会



 
ＩＣＦ専門委員会

http://www.mhlw.go.jp/shingi/index.html


これからの展開

・“bootcamp”への参加、情報収集

・新たなTAGの立ち上げ(TAG-TM?)

• 分類項目（案）の作成

• インフォーメーション
 

モデルの作成

• α版作成
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